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 図説 日本住宅史  著 太田博太郎 ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

❖この本は同じ著者の「日本建築史序説」では書ききれなかった、日本  

住宅史の概説となっています。この本は日本住宅の歴史をできるだけわ 

かりやすく説くことを目的として、図をできるだけ多く、大きく入れ、 

本文と同じページに載せて、あちこちページを繰らなくてすむようにし 

てあります。昔の住宅がどのような形のものであったか、各時代の住宅 

の姿を載せて、補足として日本住宅の変遷を、起源・平面・装飾・技術 

の四項目に分けて概説してくれています。 

                ❖夏は水辺に近づき、涼をとったり、風をながしたり。冬は火があり、 

                服を着こみ、ゆたんぽお風呂、銭湯もあったんですかね。遺構は少なく、 

                銅鐸や埴輪、絵巻、屏風絵、文学の挿絵などの貴重さを感じました。 

  ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖ 

 原始住宅・・・竪穴住居、高床住居 

 貴族住宅・・・その発生、神社と住宅、奈良時代の貴族住宅、古代の宮殿 

      寝殿造り、釣殿、泉廊、地方武士の住宅、鎌倉武士の住宅 

      書院造り、大名の邸宅、旗本の邸宅、数寄屋風書院造り等 

 庶民住宅・・・古代の町屋、中世の町屋、近世京都の町屋、近世江戸の町屋 

        江戸の長屋、近世の農家 

 日本住宅の変遷・・・原始住宅の系統、住宅平面の発展 

           室内意匠の変遷、技術（大工道具等）の発達       

  ❖奈良時代の貴族住宅では、中国建築の伝来により古墳時代と全く変わった 

  ものになりました。橘夫人の住宅から移築し仏堂となった法隆寺・伝法堂、 

  紫香楽（しがらき）にあった藤原豊成の邸宅の図面や復元模型など。  

 ❖古代の宮殿では、唯一、宮城全体でよくわかっている平安京。その中にあ 

  った八省院の正殿（大極殿）などが現在の平安神宮に縮小復原されてます。 

また天皇の住まいである内裏（だいり）にあった、儀礼をおこなう紫宸殿 

（ししんでん）・常住の清涼殿が現在の京都御所に平面を復してあります。      

 ❖釣殿は、四方吹き放しの小建築で、一部は池に乗り出しています。 

  夏は納涼し、花見・月見・雪景色・詩宴、碁や将棋を楽しみました。 

 ❖泉廊（泉屋・泉舎）。平安の京都ではいたるところで泉が湧いていました。 

  そこから湧く清らかな水に臨んで暑さを避けるのがおもな目的でした。 

岡山後楽園の流店（りゅうてん）はその雰囲気を残しています。 

 ❖桃山の豪華な書院造りは京都二条城・西本願寺・名古屋本丸御殿など。（黒野） 

 

 

 

 

   岡山後楽園 流店  
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      泉屋（祭礼草紙） 

 

  京都御所 清涼殿 


